
 

 

 

 

 

 

 

 

 ＭＴＥＸによるポリプロピレンの解析 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１８年０２月１３日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



概要 

 ポリプロピレンは代表的な高分子材料であり、各種解析が行われている。 

   今回のＭＴＥＸは、フリーのＯＤＦ解析ソフトウエアでありその実力評価の為、解析を行って見ます。 

   扱いやすいソフトウエアである事が分かります。 

評価 

 測定データの評価 

 吸収補正＋疑似規格化 

 ＭＴＥＸに読み込み 

 ＯＤＦ解析 

 解析結果の評価 

 配向関数評価 

Ｐｒｏｆｉｌｅデータ 

 

 赤：ＭＴ 青：９０度回転 

測定データ 
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測定データの評価 

 

 

｛１１１｝極点図のα角度４０－＞５０度でーたがピークデータの最小値をオーバしている 

この修正を行う 

 

黄色のバックグランドを水色に変更 

 

 



ＲＤ補正(-2.5deg)、バックグランド削除、吸収補正(ut=0.06)、疑似規格化した極点図 

 

ＭＴＥＸ入力データ作成 

 

ＭＴＥＸに読み込み（Ｍｏｎｏｃｌｉｎｉｃとして計算） 

 

 



ＭＴＥＸに読み込まれた極点図 

 

解析されたＯＤＦ図(φ２＝５度間隔でも出力可能) 

 

再計算極点図 

 

Ｅｕｌｅｒ角度（９０，９０，０）が最大方位密度あり、｛０１０｝極点図の中心に極があるので 

｛０１０｝＜００１＞の可能性が高い。｛００１｝極点図を計算 

plot(calcPoleFigure(odf,[Miller(0,0,1,CS)]),'contour')  



｛０１０｝極点図から配向関数を計算 

 

 

 

ｂ軸方向への集積が計算出来ます。 

 

 


